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あなたのKenji度チェック
―新潟市とミシガン州アナーバー市での暮らし―

口腔解剖学・准教授 Kenji Izumi

６年半の間、アメリカミシガン州に在住してい

ましたが、新潟大学に再び戻ってくることができ

ました。長らくお会いしていなかった先生方や友

人たちと再会することができましたし、赴任にあ

たり、お世話して頂いた先生方に大変感謝してい

る次第であります。留学というと、日本にある現

在のポジションを残したまま半年とか、長くても

３年くらいの期間海外に滞在し、また元の日本の

ポジションに戻ってくるというのが一般的なイ

メージでしょうか。実はこの手の滞在も、約２年

間でしたがミシガン州アナーバー市という同じ街

で12年前に経験しました。その時と根本的に違う

のは、６年半のアメリカ滞在に不可欠なのは、日

本のポジションを辞してアメリカのポジションに

就くことです。こうなってしまいますと、あと何ヶ

月で日本に帰らなければならないという感覚は完

全になくなり、アメリカ人の普通の生活に根ざし

て暮らしていかざるを得なくなります。するとど

うでしょう、12年前のいわゆる留学では考えもつ

かなかったようなことを経験することになり、以

前より客観的に新潟（日本）を見ることができる

ようになったと感じています。言い方を変えると、

中途半端な日本人になったかもしれません。今回

はそれを読者の皆様のKenji度と名付け、あな

たの感覚がどのくらいKenji的かチェックして

みませんか。もちろんKenji的とは新潟（日本）

人としてまずいことを意味しますのでご注意を。

あ、ちなみに私は現新潟県知事の出身高校の１学

年下です。

海外に行くと、いわゆるカルチャーショックと

いうのはどんな人でも多かれ少なかれ経験します

が、自分の国で普通に起きたり慣れ親しんでいる

ことが、海外では全く通用しなかったり、あるい

は起こり方が違うために面喰ってしまって、その

大きなギャップによって居心地が悪くなる現象で

あるといえると思います。以下に私の独断で、随

分日本と違うわな～と感じる項目（システム、事

象）を10個あげました。かつ、私なりの解説も付

け加えました。これらは違う点を述べただけで、

どっちが良いとか悪いとかいうことを記述してい

る気持ちは毛頭ないですからこの点はご理解くだ

さいね。

それではやり方です。Kenjiが新潟とミシガ

ン州で暮らしてみて“違う”と感じた10の項目に

対して、もし、あなたが日本を離れてアメリカで

暮らすことになったと仮定した時に、その違いが

あなたにとってcomfortable そうか、あるい

はuncomfortable そうかを想像してみて以

下のように１から10で順位をつけて頂きます。

その項目の日米ギャップが最もuncom-

fortable になりそうと思う項目には１をつけ

てください。逆に、この項目の日米ギャップは自

分にとっては最もcomfortable かもしれな

い、と思う項目には10をつけてください。

簡単にいえば、順位の１、２、３は、日本流の

方が自分は好き、自分に合っている、アメリカ式

は耐えられない。逆に８、９、10がつけられた項

目は、アメリカ流の方が自分は好きかも、日本に

住んでいてもコレは自分には馴染まないみたいな

感覚でしょうか。

Kenjiはすでに順位をつけました。次のペー

ジで私のつけた順位との差を計算してみましょう

（差を計算して頂きますが、マイナス記号はつけず

にすべて正の数にしてください）。で、10個の順位

差をすべて足し算してください。私と感覚が似て

いればその差は小さいはずですよね。すなわちあ
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なたの感覚は新潟（日本）人離れしていて、ヤバ

イということになりますヨ。以下にちょっと説明

を加えますが、私のコメントに惑わされないよう

にしてくださいね。もしだったら、項目だけ読ん

で説明を読まずにいきなり順位づけをしてくだ

さっても構いません。

科学研究費など外部資金の使い道 （あなたの順位 )

最近の日本におけるグラント申請書のフォーマットは、７年以上前に私が経験していたフォーマット

に比べるとアメリカ式になってきている、という変化は帰国後に気付きました。しかし、決定的な違い

は、日本では自分の給与に反映できないということですね。

見ず知らずの人へのあいさつ （あなたの順位 )

例えばミシガン州ですと、自分が並んだスーパーのレジ係の担当とか、デパートのエレベーターの中

で全然知らない客と会っても、基本的には“ハーイ”と言ってスマイルであいさつをかわしますね。最

近は歯学部の学生さんも廊下ですれ違う時に、こんにちはと見ず知らずの私に声をかけて下さいますが、

新潟ではデパートのエレベーターに笑顔で入っていくと、怪訝な顔をされるので、もうするのは止めま

した。

修理、電話設置等のサービスをうける場合の予約 （あなたの順位 )

日本だと、何時に伺いますと言われると、ちゃんとその時間に来て下さいますが、ミシガン州の、例

えば電気温水器の修理に来てほしいので予約したいと電話すると、何時という予約すらできず、午後１

時から５時までの間に行くからということで、その時間ずっと待っていないといけません。

アメリカのスイーツ （あなたの順位 )

パーティー好きなのでケーキを目にする機会は多いですが、甘すぎて味に上品さのかけらもありませ

ん。色もビビッドすぎます。スーパーでは平気で青い生クリームを使ったバースデーケーキが売られて

いて、ミシガン州の子供たちは無邪気においしいと言って食べていますが、食べ終わると舌とか唇が青

くなって、おまえら気持ちワルイゼ。

個人債務（カード、住宅ローンなど） （あなたの順位 )

一般的に言われていることとして、日本のローンはリコースローンと言われ、人を信用の対象にしま

すが、アメリカのローンはノンリコースローンと言い、モノ（不動産）を信用の対象にしますので、根

本的に異なります。現実的な例をあげますと、日本にはコワモテな方々が借金の取り立てに来て、保証

人までをも追っかけたりしますが、アメリカでは取り立て屋という職業が存在しません。

雨や雪の降り方 （あなたの順位 )

ミシガン州アナーバーの緯度は日本でいう旭川市くらいなので、基本的に新潟市より寒いです。多く

はありませんが、トルネード警報が発令されることもあり、雨とか風で命の危険を感じます。雷雨の降

り方もいわゆる日本のゲリラ豪雨に似ています。幸い平坦な州ですから、土石流とかの土砂災害はあま

り聞きませんでした。
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健康保険（医療保険）のシステム （あなたの順位 )

ご存知のようにアメリカは国民皆保険ではありません。オバマ大統領は日本のようなシステムにしよ

うと公約しましたが、いまその政策が批判を浴びて支持率を落としていますよね。保険は自分で会社を

選び、内容は毎年更新します。保険の種類と月々の掛け金の違いによって、カバーされる医療サービス

が異なります。しかし医療費の高騰でアメリカ人の６人にひとりが医療保険に経済的理由で加入できて

いません。

会議の頻度、長さ、内容 （あなたの順位 )

一般的にミシガン大学内での“会議”の頻度は少なかったですが、１つの会議にかかる時間は２時間

くらいでした。会議中Kenjiが１回も発言しなくてよかったというような会議は全くなく、メンバーと

しての一体感がありました。ただ、まったく議題と関係ない話題で脱線されるのは苦痛でした。

飛行機の機内サービス （あなたの順位 )

飛行機会社によらず、アメリカの飛行機会社の機内サービスは日本の飛行機会社のそれより圧倒的に

ぞんざいです。デトロイト空港がハブだったので、今はデルタに吸収されたノースウェスト航空が

Kenjiのお得意さんでした。ノースワーストと言われていましたね。事情により本帰国はシカゴから

J ALを使いましたが、CA はみなさん天使のようでした。（若くてきれいであったということを差し引

いたとしてもです）

おみやげの習慣 （あなたの順位 )

アメリカ人はよく長期間の旅行に行きますが、アメリカ人から旅行先のおみやげをもらったことはあ

りません。

では下表であなたの順位を記入して、計算して、Kenji度をチェックしてみましょう。

日米ギャップ あなたの順位 Kenjiの順位 差（マイナスはつけないで)

研究資金の使い道 ９

あいさつ ８

電気工事の予約 ３

スイーツ ２

個人債務 10

雨や雪 ４

健康保険 ５

会議 ６

機内サービス １

おみやげ ７

差の合計→

40点以上 Kenjiの感覚とのギャップが十分にあります。これからも新潟（日本）に貢

献してください。

20～38点 あなたはバランスのとれた感覚の持ち主デス。

２～18点 Kenji似です。この結果は他の方々には黙っていた方が無難ですヨ。

０点 あなたは正真正銘の、理屈っぽい、頑固者です。
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